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モニタの輝麿管理について
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Summory：The　cunfent　study　measure（1the　luminance　of　monitors　with　a　photometer　and　examined£actors　that　a∬ect　luminance

suchasambientlight，measurementangle，measurementdistance，andIun血anceunifor血tylbasedonthatinfomation，thestudythen
considered　luminξmce　controlβor　monitors．Results　indicated　that　for　the　luminξmce　of　a　CRT　monito鵡the　ambient　light　renection　ha（1

more　ofan　effect　thIm　for　the　luminance　ofan　LCD　monitorl　the　lu血nance　ofan　LCD　monitor　was　a価ected　more　by　the　measurement

angle　than　a　CRT　monitoL　Both　the　CRT　an（1LCD　monitors　had　spatial　nonuniformity　of　luminance　in　the　display　area．Thus，

consideration　of　ambient　light　is　critical　for　the　CRT　monitor　when　controlling　luminance　with　a　photometer，an（1the　repro（1ucibility

of　the　measurement　angle　must　be　considere（1for　the　LCD　monitoL　Consequently，1u血nance　control　must　be　performed　based　on

luminance　measurement　with　consi（1eration　forfactors　that　affect　luminance　in　accordance　with　the　type　ofmonitoL
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要旨

　本研究は，輝度計によりモニタの輝度を測定し，周辺光，測定角度，測定距離，輝度ムラなど，輝度値に影響する因子

を検討し，それを基にモニタの輝度管理について考察した．その結果，CRTの輝度値はLCDに地べ，周辺光による反射

の影響が大きかった．LCDの輝度値は，CRTに比べ測定角度に大きく影響された．輝度ムラはCRT，LCDともに確認

された．よって，CRTの輝度を輝度計により管理する際，周辺光の配慮が重要である．LCDは測定角度の再現性を特に

考慮しなければならない．このように，モニタの種類に応じて，輝度値に影響する因子に配慮した輝度測定に基づいて輝

度管理が行われなければならない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日放技誌 53：449455，2006）
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［はじめに］

　近年，モニタにより画像診断が行われることが多

くなった．従来では単純X線検査，CT検査，MRI

検査などいずれにおいてもフィルムを用い画像の確

認を行っていたが，ディジタル画像システムの普及，

またPACSの導入などにより，モニタ診断，フィル

ムレス化1）が急速に進んでいる．これらの進歩とと

もに診療放射線技師がモニタを使用し，画質の調整

を行うことが多くなった．従来では陰極線管を用い

たモニタ（以下CRTとする）が多く使用されてい
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たが，現在では液晶を使用したモニタ（以下LCD

とする）が主流を占め始めている．今後，さらにモ

ニタ診断が進むことが予想され6が，管理のされて

いない劣化したモニタで診断が行われると，情報の

欠落により病変の見落としにつながる可能性があ

り，輝度低下2）が病変の検出能低下3）につながる．

最良な画像を提供するため，われわれ診療放射線技

師はモニタを管理する必要性があり，特に輝度の管

理は重要と考える．輝度の管理は，輝度計により輝

度の経時的変化を捉えることが必要であり，輝度の

管理や輝度特性の把握には輝度計が使用されて3～8）

いる．そのため，輝度計により測定された輝度値は

明確にモニタの輝度変化を示すものでなければなら

ないが，CRTモニタでは周辺照明光の反射9）の影響，

LCDでは視野角10）の影響など，種々の要因が輝度

値に影響する．経時的な輝度測定において，測定さ

れた輝度値がモニタの輝度変化以外に種々の要因を

含むものであれば，測定された輝度値を基に輝度の

管理はできない．しかし，輝度値に影響する因子に

ついて述べ，輝度測定時に考慮しなければならない

事項について明確に示した報告は見られない3～8）．
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